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第
七
十
五
号 

平
和
安
全
法
制
賛
成
・憲
法
改
正
を
訴
え
、
街
頭
活
動
を
実
施 

去
る
九
月
五
日
、
国
会
審
議
中
の
平
和
安
全
法
制
賛
成
と

憲
法
改
正
を
訴
え
る
街
頭
活
動
を
、
名
古
屋
駅
桜
通
口
に
て

約
二
時
間
実
施
し
た
。
東
郷
哲
也
前
衆
議
院
議
員
、
藤
沢
忠

将
名
古
屋
市
会
議
長
、
南
部
文
宏
愛
知
県
議
会
議
員
が
駆

け
つ
け
ら
れ
て
、
マ
イ
ク
を
握
っ
て
い
た
だ
い
た
。
お
三
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
平
和
安
全
法
制
の
速
や
か
な
成
立

を
望
む
と
、
切
々
と
述
べ
ら
れ
た
。 

配
布
し
た
チ
ラ
シ
は
、
平
和
安
全
法
制
の
早
期
成
立
を
求
め

る
国
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
よ
り
掲
載
し
た
カ
ラ
ー
版
意
見
広
告
（
産

経
新
聞
と
読
売
新
聞
）の
写
し
を
、
一
〇
〇
〇
枚
配
布
し
た
。

受
取
率
も
高
く
反
応
も
良
か
っ
た
が
、
な
か
に
は
差
し
出
す
チ

ラ
シ
を
叩
い
て
立
ち
去
る
人
や
、
暴
言
を
吐
く
人
も
あ
っ
た
。 

僅
か
で
は
あ
っ
た
が
、
「が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
、
「お
つ
か
れ
さ

ま
で
す
」
と
声
を
か
け
る
人
の
心
が
染
み
た
。
多
数
の
良
識
派

は
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
こ
の
沈
黙
す
る
多
数

を
、
発
言
と
行
動
に
転
換
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私

ど
も
国
民
運
動
の
使
命
は
実
に
こ
こ
に
存
す
る
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

（愛
知
県
本
部 

事
務
局
長 

服
部
守
孝
） 

 

神
田
か
お
る 

後
援
会
旅
行 

に
参
加
し
て 

 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
二
十
四
回
勉
強
会
、 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

街
頭
演
説
活
動
実
施
！ 

●
開
催
日
時 

九
月
二
十
日(

日) 

午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
十
二
時
三
十
分
●
会
場 

昭
和
区 

御
器

所
交
差
点
南
西
角
地
●
会
費 

無
料
●
参
加
者
数 

四
名
●
内
容 

街
頭
演
説
活
動
「自
主
憲
法
制
定
、

安
保
法
制
に
つ
い
て
」…

今
回
は
安
保
法
制
可
決
直
後
の
街
宣
活
動
と
い
う
事
も
あ
り
、
「安
保
法
制
に
よ
っ

て
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
喧
伝
は
間
違
い
」
で
あ
る
点
や
「力
に
よ
る
現
状
の
変
更
を
目
論
む
中
国
共

産
党
の
脅
威
」
な
ど
を
中
心
に
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
安
保
法
制
は
違
憲
で
あ
る
と

多
く
の
憲
法
学
者
は
言
っ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
「国
民
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
」
を
記
さ
れ
て
い
な
い
現
行

憲
法
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
事
を
伝
え
る
と
共
に
今
こ
そ
国
民
の
意
志
と
し
て
憲
法
を
変
え
る
べ
き
だ
と
い

う
点
を
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
午
前
中
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
も
よ
り
若
干
人
通
り
が
少

な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
立
ち
止
ま
り
話
し
か
け
て
く
だ
さ
る
方
や
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
下
さ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
☆
次
回
予
定 

十
月
二
十
五
日
（日
）●
内

容 

街
頭
演
説
活
動
「自
主
憲
法
制
定
に
つ
い
て
」
●
場
所 

御
器
所
交
差
点
周
辺
●
時
間 

午
後
一
時
～

午
後
三
時 

※

終
了
後
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
付
近
の
喫
茶
店
に
て
行
う
予
定
で
す 

●
お
問
合
せ
は
メ
ー
ル

（kak
e
hashi_k

ato
u@

ho
tm

ail.c
o
.jp

 
加
藤
貴
之
宛
）ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。  

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

（愛
知
県
本
部 

名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 

加
藤
貴
之
） 

九
月
二
十
二
日(

火
）に
北
名
古
屋
市
議
会
議
員
の
神
田
か
お
る
さ
ん
の
後

援
会
の
日
帰
り
旅
行
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
行
先
は
甲
府
で
ブ
ド
ウ

狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

神
田
議
員
は
日
本
会
議
の
議
員
会
員
で
も
あ
り
、
神
職
さ
ん
で
も
あ
り
、

西
春
日
井
郡
の
神
社
協
力
会
・菊
光
の
事
務
局
長
で
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

顔
を
持
っ
て
地
元
で
幅
広
く
ご
活
躍
で
す
。 

 

参
加
者
は
バ
ス
は
三
台
と
も
ほ
ぼ
満
車
、
百
四
十
人
く
ら
い
に
は
な
る
と
思

い
ま
す
。
や
は
り
北
名
古
屋
市
内
の
参
加
者
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の

地
区(

西
春
日
井
郡
）か
ら
の
参
加
者
も
み
え
ま
す
。
道
中
バ
ス
の
中
で
は
皆

さ
ん
で
世
間
話
を
し
な
が
ら
だ
っ
た
の
で
す
が
時
節
柄
か
安
保
法
案
の
話
題

も
出
ま
し
た
。
『十
二
月
の
衆
議
院
選
挙
で
自
民
党
は
勝
っ
て
る
ん
だ
か
ら

そ
り
ゃ
～
通
る
わ
な
～
』っ
て
い
う
感
じ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
公
約
を
掲
げ

て
選
ば
れ
た
与
党
の
法
案
が
通
ら
な
い
訳
が
な
い
と
い
う
の
を
皆
さ
ん
理
解

し
て
ま
し
た
。(

ひ
と
安
心
） 

食
事
の
際
に
、
神
田
議
員
か
ら
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

や
は
り
後
援
会
の
旅
行
は
議
員
と
地
元
選
挙
民
の
距
離
が
縮
ま
る
い
い
機

会
で
す
。
狩
っ
た
ブ
ド
ウ
は
『甲
斐
路
』と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
と
っ
て
も
甘
か
っ

た
！
ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
も
地
方
議
員
の
後
援
会
旅

行
に
参
加
し
て
み
て
は
？
い
ろ
ん
な
収
穫
が
あ
り
ま
す
よ
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（愛
知
県
本
部 

西
春
日
井
支
部
長 

水
田
美
子
） 

 

政
経
研
セ
ミ
ナ
ー
に
ケ
ン
ト
・ギ
ル
バ
ー
ト
氏
来
た
る
！ 

去
る
九
月
一
二
日
、
日
本
政
治
経
済
研
究
所
第
二
十
三
回
夏
季
セ
ミ

ナ
ー
が
、
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
Ｈ
に
お
い
て
約
一
三
〇
名
規
模
で
開
催
。

講
師
に
は
、
加
州
弁
護
士
で
タ
レ
ン
ト
の
ケ
ン
ト
・ギ
ル
バ
ー
ト
氏
を
お

招
き
し
、
「ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
の
日
本
国
憲
法
」
と
題
し
て
、
米
国
人
の

視
点
で
見
た
現
憲
法
の
問
題
点
を
率
直
に
語
っ
て
戴
き
ま
し
た
。
以
下

は
、
氏
の
主
な
語
録
で
す
。
・今
回
の
安
保
法
案
及
び
現
憲
法
に
対
し
て

は
、
「戦
争
法
案
」
は
「戦
争
抑
止
法
案
」
、
「平
和
憲
法
」
は
「平
和
を
願

う
憲
法
」
。
九
条
は
昔
「あ
っ
て
も
い
い
」
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
心
は
、

「悪
く
は
な
い
が
こ
れ
で
守
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
。
・普
天
間
基
地
報
道

は
ウ
ソ
が
多
い
。
「沖
縄
に
七
四
％
が
集
中
」
は
自
衛
隊
共
用
を
含
ま
ず
、

入
れ
る
と
二
〇
％
。
安
倍
首
相
も
含
め
「
負
担
軽
減
」
（被
害
者
ビ
ジ
ネ

ス
、
民
主
党
の
票
取
り
）で
な
く
、
「沖
縄
の
人
々
が
国
民
の
防
衛
を

担
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
」
。
不
便
も
あ
る
が
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
維
持
に
貢

献
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
事
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う

よ
う
徹
し
て
ほ
し
い
。
自
衛
隊
員
へ
の
感
謝
と
厚
遇
が
必
要
。
・憲
法
は

条
文
＋
元
々
の
考
え
方
が
あ
り
、
条
文
よ
り
も
っ
と
広
く
如
何
に
国
民

を
守
る
か
を
重
視
す
る
も
の
。
米
国
は
憲
法
が
五
二(

連
邦
＋
州
＋
不

文
法)

も
あ
り
、
条
文
な
ど
殆
ど
知
ら
な
い
。
日
本
の
法
曹
界
は
条
文
に

拘
り
す
ぎ
。 

・現
憲
法
は
Ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｐ(W

ar G
uilt Info

rm
atio

n P
ro

g
ram

)

で
日
本
政
府
以
外
の
批
判
を
禁
止
し
日
本
人
に

自
虐
史
観
を
植
え
付
け
た
。
米
は
間
接
的
に
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
や
日
教
組
を
使
っ
て
洗
脳
し
今
も
続
い
て
い
る
。

現
憲
法
は
素
晴
ら
し
い
幻
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
最
大
の
歴
史
修
正
主
義
者
。
・憲
法
改
正
に
は
、
現
憲
法
で
お

か
し
い
天
皇
元
首
の
明
記
と
世
界
無
二
の
効
力
の
な
い
九
条
の
改
正
が
必
要
。
・安
保
法
案
反
対
の
シ
ー
ル
ズ

は
マ
ス
コ
ミ
が
騒
ぎ
す
ぎ
。
東
京
の
外
国
人
記
者
も
鵜
呑
み
、
ア
ジ
ア
Ｊ
タ
イ
ム
ズ
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ(

視
聴
率
最
低)

は

酷
い
。
片
や
英
文
資
料
が
呉
善
花
氏
ら
に
よ
り
増
え
，
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
頑
張
っ
て
い
る
。
米
視
聴
率
は
Ｆ
ｏ
ｘ 

Ｎ
ｅ
ｗ

ｓ
が
最
高
で
日
本
は
好
印
象
だ
が
、
海
外
放
映
な
し
が
残
念
。
・
韓
国
は
、
言
論
の
自
由
を
認
め
な
い
姿
勢
を

米
が
批
判
。
慰
謝
料
等
後
か
ら
要
求
す
る
ス
ト
ー
カ
ー
。
中
国
は
日
米
亀
裂
を
狙
う
、
要
警
戒
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
(

愛
知
県
本
部 

事
務
局 

高
橋
義
明
） 

  



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■１１月１日（日）午前８時開始、９時終了予定。 
 終了後、月次祭に参加できます。 
■引き続き１２月６日（日）午前８時より実施予定。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社屋の
木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨は
中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場責
任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★１０月４日は、１６名の方が参加していただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

（10月4日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十七年十一月  
 

 

事
務
局
日
誌 

（九
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

服
部
守
孝 

研
究
会
に
参
加
。
会
場
ロ
ビ
ー
に
て
、
憲
法
改
正
賛

同
者
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
一
二
〇

名
の
署
名
が
集
ま
っ
た
。
終
了
後
の
ス
タ
ッ
フ
懇
親

会
に
も
参
加
し
、
新
た
に
加
わ
っ
た
若
い
人
た
ち
と

も
交
流
が
深
ま
っ
た
。 

十
四
日
（月
）熱
田
神
宮
を
参
拝
。
そ
の
後
、
愛
知

県
神
社
庁
へ
憲
法
改
正
賛
同
署
名
用
紙
一
万
八
千

枚
を
納
品
し
た
。 

二
十
一
日
（月
）覚
王
山
日
泰
寺
の
縁
日
。
駅
前
で

の
「北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
を
救
う
会
」
街
頭

署
名
活
動
に
参
加
。
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
中
に
よ
り
、

多
く
の
参
詣
者
か
ら
署
名
が
集
ま
っ
た
。 

二
十
八
日
（月
）愛
知
県
議
会
本
会
議
に
お
い
て
南

部
文
宏
県
議
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
地
元
支
援
者

や
日
本
会
議
会
員
五
十
名
が
傍
聴
席
よ
り
初
登

壇
を
見
守
っ
た
。
質
問
は 

一
、
朝
日
遺
跡
と
歴
史

の
里 

二
、
教
科
書
採
択 

三
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日

本
人
拉
致
問
題 

の
三
点
。
決
し
て
原
稿
棒
読
み
で

は
な
く
、
適
度
な
抑
揚
と
間
合
い
を
取
り
な
が
ら
、

初
め
て
と
は
思
え
ぬ
安
定
感
だ
っ
た
。
締
め
括
り
に
、

兵
庫
県
の
特
定
失
踪
者
、
秋
田
三
輪
さ
ん
の
父
、

正
一
郎
さ
ん
の
短
波
放
送
「し
お
か
ぜ
」
に
寄
せ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
切
々
と
朗
読
。
最
後
の
ほ
う
は
、
自

身
の
声
も
震
え
て
い
た
。
議
場
全
体
に
、
共
感
の
輪

が
広
が
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
。
愛
知
県
議
会
に
、

同
志
南
部
文
宏
氏
を
送
り
出
し
た
こ
と
の
僥
倖
を

噛
み
締
め
た
。 

三
十
日
（水
）日
本
会
議
名
古
屋
市
会
議
員
連
盟

（会
長 

藤
沢
た
だ
ま
さ
議
長
、
加
盟
議
員
十
六

名
）の
憲
法
改
正
運
動
説
明
会
に
参
加
。
事
務
局

と
し
て
、
現
状
報
告
と
今
後
の
課
題
を
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。 

二
日
（水
）日
本
会
議
の
田
久
保
忠
衛

会
長
が
来
名
さ
れ
、
新
幹
線
ホ
ー
ム
で

お
出
迎
え
を
し
、
ホ
テ
ル
へ
ご
案
内
す
る
。

東
京
の
会
合
で
は
遥
か
に
ご
尊
顔
を
拝

し
て
い
た
が
、
こ
の
度
は
親
し
く
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
て
光
栄

だ
っ
た
。 

三
日
（木
）神
道
政
治
連
盟
愛
知
県
本

部
四
十
五
周
年
大
会
に
、
重
冨
亮
愛
知

県
本
部
会
長
共
々
ご
招
待
い
た
だ
く
。

記
念
講
演
は
、
田
久
保
忠
衛
会
長
。
占

領
期
の
憲
法
制
定
過
程
に
つ
き
、
大
変

わ
か
り
や
す
く
お
話
を
さ
れ
た
。 

五
日
（土
）名
古
屋
駅
前
に
て
、
平
和
安

全
法
制
の
早
期
成
立
を
求
め
る
街
頭

活
動
を
実
施
。
九
月
と
は
言
え
残
暑
の

中
を
、
十
五
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
。 

九
日
（水
）森
理
事
長
に
同
行
し
て
、
議

員
訪
問
活
動
。
今
月
は
、
日
本
会
議
加

盟
議
員
へ
の
憲
法
改
正
の
趣
旨
説
明
を

集
中
し
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

十
二
日
（土
）第
二
十
三
回
日
本
政
治

経
済
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。

講
師
は
、
ケ
ン
ト
・ギ
ル
バ
ー
ト
さ
ん
。
米

国
人
な
ら
で
は
の
、
視
点
か
ら
憲
法
を

語
ら
れ
た
。 

十
三
日
（日
）第
三
十
二
回
愛
知
竹
田 

西
日
本
巡
礼
の
旅
二
日
目
、
関
門
橋
を
渡

り
福
岡
県
に
入
り
ま
し
た
。
今
日
は
陵
墓
参

拝
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
神
武
天
皇
の
御

聖
蹟
、
北
九
州
市
八
幡
西
区
に
あ
る
岡
田

宮
を
参
拝
し
ま
し
た
。
神
武
天
皇
が
東
征
の

途
次
、
一
年
間
こ
の
岡
田
宮
に
滞
在
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
神
功
皇
后
が
新
羅
征
討
の
折

に
親
祭
さ
れ
た
と
も
伝
わ
り
ま
す
。
二
礼
二

拍
手
一
礼
。
一
キ
ロ
ほ
ど
西
に
あ
る
岡
田
宮

の
旧
地
と
い
わ
れ
る
一
宮
神
社
に
も
参
拝
し

ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。
次
も
神
武
天

皇
が
お
立
ち
寄
り
に
な
っ
た
御
聖
蹟
、
崗
水

門
（お
か
の
み
な
と
）を
参
拝
し
ま
し
た
。
こ

こ
は
岡
田
宮
か
ら
西
北
西
に
約
七
キ
ロ
の
福

岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
に
あ
る
航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地
の
東
隣
に
位
置
し
ま
す
。
二
礼

二
拍
手
一
礼
。 

 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
八 

日
露
戦
争
時
代
の
砲
台
跡
、
展
望
台
を

巡
り
港
に
戻
り
ま
し
た
。
本
土
へ
戻
る
船

が
十
五
分
後
に
出
港
す
る
と
の
こ
と
で

慌
て
て
中
津
宮
を
参
拝
し
ま
し
た
。
二

礼
二
拍
手
一
礼
。
本
土
に
戻
り
、
少
し

遅
め
の
昼
食
を
と
り
、
博
多
に
向
か
い
ま

し
た
。
本
日
最
後
の
目
的
地
は
博
多
駅

近
く
の
住
吉
神
社
で
す
。
式
内
社
名
神

大
、
筑
前
国
一
宮
で
す
。
大
阪
に
あ
る

住
吉
大
社
が
総
本
社
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
博
多
の
住
吉
神
社
が
最
も
古
い

一
番
最
初
の
住
吉
神
社
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。
こ
の
日
は
博

多
駅
近
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
宿
を
と

り
ま
し
た
。 

（愛
知
県
本
部 

事
務
局 

松
川
秀
康
） 

 

そ
し
て
本
社
で
あ
る
宗
像
大
社
へ
向
か
い

ま
し
た
。
宗
像
大
社
は
田
心
姫
神
を
祀

る
沖
津
宮
、 

湍
津
姫
神
を
祀
る
中
津

宮
、
市
杵
島
姫
神
を
祀
る
辺
津
宮
の
三

つ
の
お
宮
か
ら
な
り
ま
す
。
沖
津
宮
は
海

辺
の
辺
津
宮
か
ら
北
西
約
六
十
キ
ロ
離

れ
た
沖
ノ
島
に
あ
り
、
対
馬
、
壱
岐
か
ら

も
六
、
七
十
キ
ロ
離
れ
て
い
ま
す
。
今
で

も
女
人
禁
制
の
掟
が
守
ら
れ
て
お
り
、

男
性
も
神
職
以
外
は
年
に
一
度
五
月
二

十
七
日
だ
け
参
拝
で
き
る
と
い
い
ま
す
。

し
か
も
禊
を
必
ず
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
近
頃
は
世
界
遺
産
登
録
の
運
動

が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
中
津
宮
は
宗

像
市
本
土
側
の
神
湊
港
か
ら
北
西
に
約

六
キ
ロ
の
場
所
に
位
置
す
る
宗
像
大
島

に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
本
土
に
あ
る
辺

津
宮
を
参
拝
し
ま
し
た
。
熱
田
神
宮
ほ

ど
の
広
さ
で
し
ょ
う
か
大
き
な
境
内
で

す
。
本
殿
を
参
拝
、
二
礼
二
拍
手
一
礼
。

そ
の
後
、
沖
津
宮
の
田
心
姫
神
を
お
祀

り
す
る
第
二
宮
（て
い
に
ぐ
う
）を
参
拝
、

二
礼
二
拍
手
一
礼
。
す
ぐ
隣
の
中
津
宮

の
湍
津
姫
神
を
お
祀
り
す
る
第
三
宮

（て
い
さ
ん
ぐ
う
）を
参
拝
、
二
礼
二
拍

手
一
礼
。
第
二
宮
、
第
三
宮
の
社
殿
は

伊
勢
神
宮
の
第
六
十
回
式
年
遷
宮
に
際

し
、
下
賜
さ
れ
た
別
宮
の
古
殿
を
移
築

再
建
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
宗

像
三
女
神
の
降
臨
地
と
伝
え
ら
れ
る
高

宮
祭
場
を
参
拝
し
ま
し
た
。
二
礼
二
拍

手
一
礼
。 

 

次
は
式
内
社
名
神
大
の
織
幡
宮
へ
向
か
い

ま
し
た
。
崗
水
門
か
ら
真
西
に
十
キ
ロ
ほ
ど

に
位
置
し
ま
す
。
宗
像
市
に
入
っ
て
す
ぐ
海

に
突
き
出
た
小
さ
な
半
島
の
先
端
に
あ
り

ま
す
。
こ
こ
の
御
祭
神
は
武
内
宿
禰
で
す
。

武
内
宿
禰
は
仲
哀
天
皇
の
殯
を
営
み
つ
つ

神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
の
間
、
国
の
守
り

を
担
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
故
、
海
上

交
通
の
守
り
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
宗
像
大
社
の
摂

社
だ
そ
う
で
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

辺
津
宮
参
拝
を
終
え
中
津
宮
の
鎮
座
す

る
宗
像
大
島
に
渡
る
べ
く
神
湊
港
へ
向
か

い
ま
し
た
。
神
湊
港
か
ら
は
船
で
十
五
分

で
す
。
宗
像
大
島
に
着
く
と
無
料
の
観

光
バ
ス
が
私
た
ち
観
光
客
を
待
っ
て
い
ま

し
た
。
最
初
に
向
か
っ
た
の
は
沖
津
宮
遥

拝
所
。
そ
う
女
人
禁
制
、
男
性
で
も
め
っ

た
に
渡
れ
な
い
沖
津
宮
を
こ
こ
か
ら
参
拝

す
る
の
で
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。
運
転

手
兼
ガ
イ
ド
の
お
じ
さ
ん
が
沖
ノ
島
の
方

角
を
指
さ
す
の
で
す
が
、
こ
の
日
は
あ
い

に
く
曇
り
空
で
遠
く
は
か
す
ん
で
よ
く
見

え
ま
せ
ん
。
何
と
な
く
見
え
る
よ
う
な
気

も
す
る
の
で
す
が
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
見
た
気
分
に
な
っ
て
納
得
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。 


